
祥 文

東
日
本
大
震
災
殉
難
諸
精
霊
、
あ
わ
せ
て
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
避
難
関
連
被
災
諸
精
霊

に
対
し
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
震
災
後
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
除
染
作
業

み
、
さ
ら
に
復
旧
復
興
が
進
展
す
る
こ
と
を

心 関
係
が
進

よ
り
念
じ
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十

一
年
二
月

奮
●

・
チ
一　
一
Ｌ

〓（
一一
Ｖ
一
一

田
澤
山
長
秀
院

清
水
山
仲
興
寺

　
代
表
役
員並

　
一

―
↓
ね
ま
つ
リ
ー

し

ゃ

く

　

　

　

そ

ん

　

　

　

　

ヽ
ヽ

ァ

渡

辺

祥

文

総
代
世
話
人

一
同

ん

熙
盆
鶉
悽
熙

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
誕
生
日
で
す
。
ご

誕
生
の
お
り
天
か
ら
花
び
ら
と
甘
露
の
水
が
降
り

そ
そ
い
だ
故
事
と
、
お
釈
迦
様
を
ま
つ
る
御
堂
に

花
を
か
ざ
る
こ
と
か
ら
花
ま
つ
り
と
呼
ば
れ
ま

す
。
か
わ
い
ら
し
い
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
そ
そ
ぎ
、

そ
の
ご
誕
生
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

苦
し
い
と
き
も
、
嬉
し
い
と
き
も
、
生
き
て

い
る
有
難
さ
を
忘
れ
ず
大
切
に
歩
む
こ
と
を
誓

う
こ
と
が
大
き
な
願
い
で
す
。

大
震
災
か
ら
九
年
目
と
な
り
ま
す
。
人
と
人

と
の
絆
を
大
切
に
し
て
、
皆
で
は
げ
ま
し
合
い

な
が
ら

一
歩

一
歩
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災

大
津
波

原
発
事
故
等
関
連
死

例
年
の
大
震
災
の
追
善
法
要

を
行
な
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
列
い
た
だ
き
共
に
ご
焼
香

し
て
各
精
霊
を
お
な
じ
さ
め
致

し
ま
す
。

・
二
月
二
十
日

（水
）

午
前
十
時

・
清
水
町
　
仲
興
寺

※
彼
岸
会
・
念
佛
供
養
会
に
お
い
て

・
二
月
二
十
八
日

（木
）

午
後
二
時

・
田
沢
　
長
秀
院

※
不
動
尊
大
祭

。
大
般
若
会
に
お
い
て

平
成
二
十

一
年

春
彼
岸
会

山
主
拝
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(2)

袢

涎
髪
熙
蘊
毛
撻
僕
虔

お
陰
様
で
、
弟
子
秀
憲
も
昨
年
三
月
の
大
本

山
永
平
寺
上
山
か
ら
丸

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
励
ま
し
の
本
山
参
拝
を
い

た
だ
い
た
り
、
ま
た
、
皆
様
と
の
日
頃
の
会
話

で
も

「若
和
尚
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」、
「元

気
で
お
過
ご
し
で
す
か
、
雪
は
た
い
へ
ん
で
し
ょ

う
ね
。」
と
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
当

に
有
難
く
た
だ
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

て
ん

や
く
　
こ
う

ほ
う

転
役
告
報

二
月
二
十
六
日
の
夜
、
連
絡
が
あ
り
転
役
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
十

一
月

し

つ
す
い
う
ょ
う

か
ら
直
歳
寮
と
い
う
、
永
平
寺
の
伽
藍
保
持
を

す
る
た
め
に
勤
め
る
寮
合
に
配
役
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
冬
場
は
特
に
雪
か
き
に
特
化
精
進
す
る

仕
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
平
年
の
降
雪
量
で

あ
っ
て
も

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
二
ヶ
月

は
特
に
多
い
の
で
、
屋
根
が
き
し
み
ま
す
。
大

そ

う

ど

う

伽
藍
の
大
屋
根
な
の
で
す
が
、
僧
堂

（寝
て
い

る
坐
禅
堂
）
の
屋
根
が

「ギ
ー
ッ
、
ギ
ギ
ー
ッ
」

と
鳴
り
、
飛
び
起
き
る
者
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

慣
れ
て
く
る
と
何
で
も
な
い
の
で
す
が
、
北
陸

の
湿

っ
た
雪

の
力
、
屋
根
の
雪
降
ろ
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
い
な
い
雪
国
の
苦
労
が
良
く
わ
か

り
ま
す
。

昨
年

の
二
月
下
旬
は
平
成
二
十
年
豪
雪
と
呼

ば
れ
る
未
曾
有

の
大
雪
で
し
た
の
で
、
十
二
月

に
会

っ
た
時

「覚
悟
し
て
直
歳
寮
の
つ
と
め
を

頑
張
る
よ
う
に
。

」
と
伝
え
て
お
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
あ
る
程
度

の
雪
し
か
降
ら
ず
四
月
半
の

直
歳
寮
の
つ
と
め
を
終
え
た
よ
う
で
す
。
夏
は

草
刈
り
、
草
削
り
、
冬
は
雪
作
務
、
伽
藍

の
小

さ
な
補
修
、
雨
が
降
れ
ば
土
砂
崩
れ
な
ど
の
伽

藍
維
持
を
主
任
務
と
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
や

が
て
帰
山
し
て
か
ら
も
日
常
に
本
当
に
役
に
立

つ
役
目
で
し
た
）^

転
役
と
は
役
目
の
配
置
転
換
で
す
。
永
平
寺

の

一転
役
告
報
」
は
、
全
山
放
送
に
よ
る
辞
令

伝
達
で
す
。

今
回

「傘
松
係
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
転
役
し

ま
し
た
。
「傘
松
」
と
は
永
平
寺
の
機
関
誌
の
名

前
で
す
。
今
後
、
編
集
の
仕
事
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
体
を
ひ
た
す
ら
動
か
す

部
署
で
し
た
が
こ
れ
か
ら
は
辞
書
や
パ
ソ
コ
ン

と
に
ら
め
っ
こ
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
容
量
を

超
え
る
仕
事
も
で
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

と
に
か
く
勤
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
座

を
し
て
ひ
た
す
ら
机
に
向
っ
て
い
る
姿
が
想
像

さ
れ
ま
す
。

一
年
間
、
ど
こ
に
も
行
か
ず
永
平
寺
に
居
さ

せ
て
も
ら
え
た
の
で
、
新
し
い
二
年
目
に
向
か
っ

て
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（住
職

祥
文

拝
記
）平成30年 12月 12日 、永平寺参拝時面会にて
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靱

″

総 住
代
長 職

護
持
会
長

丹 渡

治 邊

庄 祥

衛 文

大
般
若
祈
祷
・
檀
ャ
鑢
供
春
・
釈
尊
降
誕
会
（花
ま
つ
り
）
法
妥
、

並
び
に
護
持
会
え
例
機
会
の
ご
紫
内

拝
啓
　
春
彼
岸
の
候
　
檀
信
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
清
祥
の
段
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
早
速
な
が
ら
、
今
年
の
大
般
若

・
総
供
養

・
釈
尊
降
誕
会
（花
ま
つ
り
）等
の
法
会
を
左
記
の
日
程
に
て
修
行
い
た

し
ま
す
。
ま
た
正
午
よ
り
、平
成
三
十

一
年
度
定
例
護
持
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
檀
中
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
い
」来
山
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

田
澤
山

長
秀

院

己［〓
ロ

●
期

日
　
平
成
三
十

一
年

〓
一月
二
十
八
日
（木
曜
日
）

●
内

容
　
（午
前
十

一
時
）
不
動
尊
大
祭

（午
後

一
時
）
法
話

・
大
般
若
祈
祷

ｏ
総
供
養

・
式
典

（引
き
続
き
）
護
持
会
総
会

檀
信
徒
各
位

来
る
二
月
二
十
八
日
、

案
内
致
し
ま
す
。

篤
信
徒
各
位

大
聖
不
動
明
王
奉
賛
会

〓
長
〓
秀
一
洗

一
え
一整
本
一裁
一嘴
一二
一例
夫
一奈
一一．‐‐‐
の―‐‐‐
●
案
苺

■:●
==珍

%%″多    ″

多



春
彼
芹
鑢
供
春
会

・
護
持
会
鑢
会

清
水
町
合
仏
詩
供
春

・
鑢
会

引
き
銃
き
懇
親
会
の
ご
薫
内

拝
啓
　
春
彼
岸
の
候
、
檀
信
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
清
栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
早
速
な
が
ら
標
記
の
件
に
つ
き
ま

し
て
、
今
年
の
日
程
を
左
記
の
通
り
と
し
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
期

日
　
平
成
三
十

一
年

〓
一月
二
十
日
（水
）

午
前
十
時
よ
リ

●
内

容
　
総
供
養

・
念
仏

護
持
会
総
会
並
び
に
清
水
町
念
仏
講
総
会

ｏ
懇
親
会

清
水
山

仲

興
寺兼

務
住
職

総

代

表

護
持
会
長

清

水

檀

信

徒

各

位

渡
邊

祥

文

丹
治
耕
太
郎

町

念

仏

講

長
秀
院
墓
地

・
仲
興
寺
墓
地

十
六
年
前
よ
り
、
総
代
世
話
人
会
等

に
お
い
て
、
「ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
」

が
決
定
さ
れ
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

墓
地
内
の
ゴ
ミ
箱
を
全
て
撤
去
し
、

皆
様
に
ご
協
力
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
市
内
寺
院
が
こ
の
方
式
に
ど
ん

ど
ん
転
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
秀
院
・

仲
興
寺
も

「ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
」
を

継
続
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
今
後

と
も
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山

主

拝
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(5)

御誕生寺において大本山紹持寺 前々貫主 本山東堂 板橋興宗禅師とともに

宮城県出身の禅師様は満91歳。 1時間を越えてご垂示を頂いた。

大
般
若
法
要

午
後

一
時

「法
話
」

本
年
は
国
際
布
教
師
の
シ
ュ
プ
ナ
ル
法
純
師

を
お
迎
え
し
て
ご
法
話
を
頂
き
ま
す
。

住
職
が
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア

・
オ
ラ
ン
ダ

ヘ
特
派
布
教
に
赴
い
た
際
、
通
訳
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
で
す
。
と
て
も
き
れ
い
な
日
本
語
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

曹
洞
宗
国
際
布
教
師

シ
ュ
プ
ナ
ル
法
純
師

（ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
）



貪
Ｕ

行

事

案

内

費
長
秀
院

四
月
十
七
日

（水
）

貝
沼
出
世
観
音
例
大
祭

聞
剛
凹
平
成
二
十

一
年
四
月
十
日
（水
）

午
後

二
時

開
会

麗
圏
四
ク
ー
ラ
ク
ー
リ
ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス

（
旧
サ
ン
パ
レ
ス
福
島
）

※
入
場
に
は
整

理
券
が
必
要
で
す
。

お
寺
に
お
申
し
襲
み
く
だ
さ
い
。

必
ず
差
し
上
げ
ま
す
．

福
島
市
仏
教
会
主
催

の
講
演
会
で
す
。

仏

教

会
は
市

内

各

一　
　
　
　
　
　
　
　
宗

派

一
〇

四
ヶ
寺

で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
は
踏
ず
お
寺

へ
お
申
Ｌ
込
み
く
だ
さ

い
。

一一一
二
月
一一十
一一

二口
嫁

一一”
（本
）

一

お

ね

が

い

住
職
が
法
務
で
不
在
と
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
来
山
前
に
お
電
話
等
で
必
ず
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
伸
興
寺

四
月
二
十
二
日

（月
）

（旧
）
三
月
十
八
日
例
祭
日

聖
観
音
大
祭

清
水
町
観
音
講
ヤ

春
は
観
音
様
の
例
祭
が
多
い
時
期
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
観
音
様
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

、
ぁ
り
が
一生
ヽ，
せ」ざ
Ｌ
ま
す
貴

●
境
内
清
掃
本
仕

ロ

沢

右
）
恙

様

清

水

町
寿

会
様

長
秀
院
有
志
会
様

仲
興
寺
有
恙
会
様

b

議
は
会


